
              やまぶき 第２３号 

 

 1 / 4 

 

 

第
23
号 

 

平
成
二
七
年(

二
〇
一
五)

五
月
二
三
日 

発
行
部
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十
五
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（
不
定
期
刊
行
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発
行
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東
京
都
羽
村
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山
口 

正
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埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 飯

能
出
身
の
千
葉
歳
胤
（
一
） 

一
、
は
じ
め
に 

飯
能
出
身
の
江
戸
中
期
の
千
葉
歳
胤(
と
し
た
ね)

に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
天
文
大
先
生 

千
葉
歳
胤

の
こ
と
』
か
ら
抜
粋
し
て
述
べ
た
い
。
歳
胤
は
天

文
暦
学
者
で
し
た
が
、
遺
さ
れ
た
著
書
を
見
る
と

優
れ
た
和
算
家
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
埼

玉
北
西
部
出
身
で
そ
の
業
績
で
名
を
成
し
、
後
世

に
伝
わ
っ
た
人
は
少
な
い
で
す
が
、
歳
胤
は
そ
の

一
人
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

二
、
人
物 

  

千
葉
歳
胤
（
正
徳
三
年(

一
七
一
三)

～
寛
政
元

年(

一
七
八
九)

）
は
、
飯
能
市
虎
秀
（
旧
入
間
郡

東
吾
野
村
虎
秀
）
出
身
の
江
戸
中
期
の
天
文
暦
学

者
で
し
た
。
歳
胤
は
助
之
進
と
称
し
、
陽
生
と
号

し
ま
し
た
。
江
戸
に
出
て
当
時
著
名
な
和
算
・
天

文
暦
学
者
で
あ
っ
た
中
根
元
圭
に
学
び
、
元
圭
亡

き
後
は
そ
の
高
弟
幸
田
親
盈(

ち
か
み
つ)

に
師
事
し
、

天
文
・
暦
学
・
和
算
等
を
学
び
ま
し
た
。
今
井
兼

庭（
上
里
町
出
身)

と
は
幸
田
親
盈
を
師
と
し
て
同

門
で
し
た
。
歳
胤
は
幕
府
天
文
方
渋
川
図
書
光
洪

(

ず
し
ょ
み
つ
ひ
ろ)

を
助
け
、
独
自
の
計
算
方
法
に
よ

っ
て
日
食
・
月
食
に
関
し
て
研
究
を
進
め
、
蝕
算

活
法
率
、
皇
倭
通
暦
蝕
考
な
ど
お
よ
そ
三
十
部
百

有
余
巻
の
書
物
を
残
し
て
天
文
暦
術
界
に
貢
献
し

ま
し
た
。
晩
年
は
虎
秀
の
山
里
に
帰
り
、
寛
政
元

年(

一
七
八
九)

三
月
六
日
に
七
十
七
歳
で
没
し
ま

し
た
。
歳
胤
の
伝
系
は
、
関
孝
和
―
建
部
賢
弘
―

中
根
元
圭
―
幸
田
親
盈
―
千
葉
歳
胤
と
い
う
流
れ

で
あ
り
、
歳
胤
は
和
算
・
暦
学
で
は
当
時
一
流
の

系
統
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
物
で
す
。
歳
胤

の
本
姓
は
浅
見
氏
で
あ
り
、
千
葉
姓
を
称
し
た
所

以
は
不
明
で
す
。
ま
た
医
を
業(

な
り
わ
い)

と
し
た

よ
う
で
す
が
詳
細
は
不
明
で
す
。 

 

歳
胤
の
師
や
事
績
、
歳
胤
の
性
格
な
ど
に
つ
い

て
『
増
修
日
本
数
学
史
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。 

 

初
め
数
学
を
中
根
元
圭
に
受
く
。
元
圭
没
し
て

後
ち
、
そ
の
高
弟
幸
田
親
盈
に
従
っ
て
学
び
た

り
。
大
い
に
数
学
お
よ
び
暦
学
に
通
ず
。
竊
か

に
、
日
官
渋
川
図
書
の
職
務
を
助
け
て
、
大
い

に
補
う
所
あ
り
。
実
に
図
書
の
公
務
は
陽
生
が

内
助
に
依
り
て
、
成
り
た
る
者
な
り
と
云
う
。

蝕
算
活
法
率
の
大
著
述
の
如
き
は
、
最
も
著
名

な
る
者
と
す
。
そ
の
他
、
著
書
多
し
。（
略
）
そ

の
門
に
伝
う
る
者
、凡
そ
三
十
部
一
百
有
余
巻
、

盛
ん
な
り
と
謂
う
べ
し
。
禀
性
温
順
、
そ
の
利

を
求
め
ず
。そ
の
功
を
謀
ら
ず
。悠
悠
自
適
す
。

こ
れ
を
以
て
、
氏
を
知
る
者
至
っ
て
少
し
。
惜

哉
、
本
年
（
寛
政
元
年
）
某
日
卒
す
。 

  

禀
性
温
順
云
々(

う
ん
ぬ
ん)

と
い
う
の
は
史
実
的

に
は
不
明
で
す
が
、史
料
的
に
は
佐
藤
解
記
の
『
算

家
景
図
』（
天
保
五
年
：
歳
胤
没
後
45
年
）
に
依

る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
原
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

す
。 

   

歳
胤 

千
葉
助
之
進
平
号
陽
生 

  

武
州
高
麗
郡
虎
秀
村
ノ
産
也
阻(

陽)

生
ト
号
初

業
ヲ
幸
田
新(

親)

盈
ニ
事
フ
性
穎
悟
ニ
而
思
ヲ

暦
数
ニ
精
而
終
幸
田
氏
ニ
請
テ
学
之
悉
ク
其
奥

旨
ヲ
得
タ
リ
后
古
郷
ニ
帰
リ
隠
而
寛
政
元
酉
年

三
月
六
日
死
ス
行
年
七
十
七
才
其
村
ニ
葬
法
名

乾
道
阻(

陽)

生
居
士(

実
際
は
信
士)

ト
号
其
子   

孫
虎
秀
村
ノ
農
家
タ
リ 

 
 
 
 

(

注
）
穎
悟
＝
才
智
が
優
れ
て
い
る
こ
と 
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歳
胤
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
を
少
し
述
べ
た
い
。

ま
ず
、
元
圭
に
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
し
て
入
門

し
た
か
は
不
明
で
す
が
、
元
圭
が
亡
く
な
っ
た
と

き
歳
胤
は
二
十
一
歳
だ
か
ら
長
い
間
の
師
弟
関
係

が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
親
盈

に
師
事
し
、
師
弟
関
係
は
親
盈
が
亡
く
な
る
宝
暦

八
年
ま
で
続
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
同
年

の
歳
胤
の
最
初
の
著
で
あ
る
『
天
文
大
成
真
遍
三

條
図
解
』
の
中
で
「
藤
原
親
盈
先
生
門
人
平
歳
胤

考
著
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
で
き
ま
す
。 

 

師
以
外
で
は
親
盈
同
門
の
今
井
兼
庭
、
天
文
方

の
渋
川
光
洪
、
そ
れ
に
門
人
（
人
名
が
判
明
し
て

い
る
の
は
十
八
名
、
そ
の
中
に
は
本
多
利
明
も
い

ま
す
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
兼
庭

に
つ
い
て
歳
胤
は
、『
皇
倭
通
暦
蝕
考
』
の
序
文
で

兼
庭
に
計
算
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
、「
兼

庭
は
予
の
同
門
也
、
無
双
の
算
士
也
」
と
兼
庭
の

能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま

す
。
ま
た
兼
庭
の
明
玄
算
法
に
は
、
歳
胤
と
門
人

佐
佐
木
秀
俊
の
問
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
歳
胤
と
兼
庭
と
は
親
密
な
関
係

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、『
本
多
利
明
先
生
行
状
記
』（
文
化
十
三
年 

門

人
宇
野
保
定
述
）
に
は
「
今
井
寛
蔵
兼
庭
ヲ
算
学

ノ
師
ト
シ
テ･
･
･

天
文
ハ
千
葉
陽
生
歳
胤
武
州
虎

秀
出
ノ
産
、
医
ヲ
以
テ
業
ト
シ
、
江
戸
ニ
住
ス
」

と
も
あ
り
ま
す
。
医
を
業
と
し
た
根
拠
は
こ
の
記

述
し
か
見
当
た
り
ま
せ
ん
。 

 

一
方
、
渋
川
光
洪
と
の
関
係

で
は
『
蝕
算
活
法
率
』
に
あ
る

歳
胤
の
自
序
に
、「
明
和
元
年
初

夏
、
門
人
篠
山
光
官
、
石
河
貞

義
、･･･

今
井
兼
庭
相
具
し
て
来
た
り
て
、
予
曰
く

強
い
て
起
ち
て
密
か
に
率
を
作
る
。
固
誶(

こ
す
い)

し
、許
さ
れ
ず
倶
に
算
を
考
え
、明
和
三
年
の
冬
、

全
一
八
五
巻
の
蝕
算
活
法
率
を
成
し
て
終
わ
る
」、

と
あ
た
か
も
強
要
さ
れ
秘
密
裏
に
密
か
に
作
っ
た

よ
う
な
こ
と
が
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部

分
を
も
っ
て
、
光
洪
の
た
め
に
『
蝕
算
活
法
率
』

を
作
成
し
た
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
遠
藤
利

貞
の
後
序
に
も
「（
蝕
算
活
法
率
が
）
密
か
に
書
か

さ
れ
、
公
に
も
さ
れ
な
か
っ
た
」
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
に
、
当
時
渋
川
邸
（
築
地
木
挽
町
）
に

は
山
路
主
住
（
著
名
な
和
算
暦
学
者
、
後
天
文

方
）・
之
徽(

ゆ
き
よ
し)

父
子
等
が
出
入
り
し
て
い
ま

す
が
、
歳
胤
も
こ
の
仲
間
に
入
っ
て
い
ま
す
。
天

明
元
年(

一
七
八
一) 

藤
田
権
平
（
貞
資
）
の
著
作

に
よ
る
『
日
本
算
者
系
』
に
は
歳
胤
の
こ
と
が
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

千
葉
陽
生
平
胤
歳 

 
 

右
者
渋
川
図
書
殿
エ
熟
意
数
年
出
入
致
候
甚

意
味
有
之
巳
及
審
談
候 

  

こ
れ
は
歳
胤
が
、
光
洪
・
主
住
・
之
徽
・
定
資

ら
と
渋
川
邸
を
中
心
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
伺

わ
せ
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
歳
胤
は
当
時
そ
の

分
野
の
中
央
に
い
た
こ
と
を
示
す
好
史
料
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

  

歳
胤
の
業
績
の
一
つ
は
『
蝕
算
活
法
率
』
や
『
皇

倭
通
暦
蝕
考
』
な
ど
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

日
本
独
自
の
暦
は
渋
川
春
海
の
貞
享
暦
に
始
ま

り
、
宝
暦
暦(

ほ
う
り
ゃ
く
れ
き)

・
寛
政
暦
・
天
保
暦

と
続
き
ま
す
が
、
歳
胤
が
関
与
し
た
の
は
こ
の
う

ち
修
正
宝
暦
暦
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
当
時
の

筆
頭
天
文
方
渋
川
光
洪
は
学
力
不
充
分
で
対
応
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
民
間
の
学
者
千
葉
歳
胤
を

用
い
て
自
ら
の
不
足
を
補
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の

と
き
歳
胤
が
著
し
た
の
が
蝕
算
活
法
率
一
八
五
巻

（
明
和
三
年
）
で
し
た
。
ま
た
、
皇
倭
通
暦
蝕
考

は
神
武
天
皇
元
年
か
ら
貞
享
元
年
ま
で
の
二
千
三

百
四
十
年
間
に
つ
い
て
日
食
・
月
食
を
推
算
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
同
続
編
で
は
貞
享
二
年
か
ら
天

保
四
年
に
つ
い
て
も
推
算
し
て
い
ま
す
。
筆
者
は

そ
の
精
度
に
つ
い
て
若
干
調
査
し
て
み
ま
し
た
が
、

宝
暦
暦
よ
り
は
良
い
よ
う
で
す
。 

 

三
、
歳
胤
の
墓 

マ 

マ 
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歳
胤
の
墓
は
虎
秀
に
あ
り
飯
能
市
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
50
㎝
、
幅
23
㎝
程

で
前
面
に
「
寛
政
元
酉
年 

乾
道
陽
生
信
士 

三

月
甫
六
日
」
と
あ
り
、
左
側
面
に
は
「
天
文
大
先

生 

俗
名 

千
葉
陽
生
平
歳
胤 

施
主  

淺
見
幸

助
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
右
側
面
に
は
、 

  

昔
来
し
道
を
し
ほ
り
に
行
空
の 

 
 
 
 
 
 

何
迷
べ
き
雲
の
う
へ
と
て 

 

と
あ
り
ま
す
。
悔
い
の
な
い
生
涯
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。 

 

四
、
歳
胤
の
著
書 

 

歳
胤
の
著
書
は
天
文
暦
学
に
関
す
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
筆
者
が
確
認
し
た
も
の
だ
け
で

も
十
六
種
類
・
総
計
三
千
九
百
頁
を
越
す
史
料
が

遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
凡

そ
三
十
部
一
百
有
余
巻
、盛
ん
な
り
と
謂
う
べ
し
」

と
い
う
評
価
は
あ
る
も
の
の
、
近
世
の
天
文
学
史

の
中
で
積
極
的
に
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
明
治
前
日
本
天
文
学
史
』
の

本
文
に
は
歳
胤
の
名

前
は
出
て
来
ず
、
わ

ず
か
に
年
表
に
五
ヶ

所
ほ
ど
著
書
名
が
出

て
い
る
の
み
で
す
。

そ
れ
は
、「
渋
川
光
洪

を
助
け
、
独
自
の
計

算
方
法
に
よ
っ
て
日

食
・
月
食
に
関
し
て

研
究
を
進
め
た
」
の

は
事
実
で
し
ょ
う
が
、
光
洪
が
関
与
し
た
宝
暦

暦
そ
の
も
の
の
評
価
が
低
い
こ
と
や
、
西
洋
天

文
学
が
勃
興
す
る
時
期
に
そ
の
方
面
の
貢
献
が

な
い
こ
と
に
も
よ
る
の
で
し
ょ
う
。 

  
歳
胤
の
著
書
の
一
覧
を
下
表
に
示
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、『
天
文
陰
陽
自
然
問
答
』
は
六
十
九

歳
、『
再
考
積
年
日
法
術
訂
正
』
は
七
十
歳
、『
一

綫
儀
説
』
は
七
十
三
歳
、
そ
し
て
『
神
道
天
文

意
弁
』
は
七
十
五
歳
の
と
き
の
著
作
で
す
。
当

時
の
知
識
人
と
し
て
は
陰
陽
五
行
説
や
そ
れ
が

組
み
込
ま
れ
て
い
た
記
紀
に
基
づ
く
神
道
な
ど

は
当
然
詳
し
く
、
そ
の
知
識
を
も
と
に
『
天
文

陰
陽
自
然
問
答
』、『
神
道
天
文
意
弁
』
を
著
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
老
い
て
も
執
筆
意
欲
は
旺

盛
で
し
た
。
な
お
、
礫
川
堂
文
庫
に
は
歳
胤
の
『
草

莽
夜
話(

そ
う
も
う
や
わ)

』『
天
文
自
然
歳
胤
録(
さ
い

い
ん
ろ
く)

』
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
調
べ
た

結
果
、
戦
災
の
影
響
か
現
存
し
な
い
よ
う
で
す
。

あ
れ
ば
今
少
し
歳
胤
の
こ
と
が
解
明
で
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。 

 

歳胤の著書（東北大所蔵分） 

No 史　　料　　名 頁数 東北 天文 東大 国会 学士 伊能 天理 岩田 成立年 年齢

1 天文大成真遍三條図解　 (注1) 34／29 ○ 宝暦8(1758) 46

2 天文残考集 146 ○ 宝暦8(1758) 46

3 大儀天文地里考(＊) 26 ○ 宝暦9(1759) 47

4 改暦加減集(＊) 20 ○ 宝暦12(1762)? 50

5 一葉儀術(＊) 29 ○ ○ 宝暦12(1762) 50

6 蝕算活法率（活法暦）　(注2) 約2000 (注3) 　 ○明治写 　 ○1冊 ○ △ 明和3(1766) 54

7 皇倭通暦蝕考 344 ○ ○ ○ ○3冊 明和5(1768) 56

8 皇倭通暦蝕考続編 22 ○ ○ 明和5(1768) 56

9 歳寿万代暦 556 ○ ○ 明和5(1768) 56

10 天文陰陽自然問答 20 ○ 天明元(1781) 69

11 再考積年日法術訂正(＊)　(注4) 17 ○ ○ 天明2(1782) 70

12 一綫儀説 38 ○ 天明5(1785) 73

13 神道天文意弁 35 ○ 天明7(1787) 75

14 授時補暦経 582 ○ 明和3(1766)?

15 推歩授時補暦月離附録月行率(＊) 21 ○

16 求立・平定三差略術(＊) 14 ○

白山暦応編 　 応編暦？ △

割円八線之表 △

計 3904

東北＝東北大学図書館、天文＝国立天文台、東大＝東京大学図書館、国会＝国会図書館、学士＝日本学士院

伊能＝伊能忠敬記念館、天理＝天理大学図書館、岩田＝上里町岩田家。年齢は数え、(＊)は天文秘録集所収

（注1）これは林集書本だが、天文秘録集にも所収されている。

（注2）伊能本(1冊)は「蝕算活法暦」、天理本は「活法暦」となっている。但し、名取文庫の天文秘書には存在する。
（注3）国書総目録には明示されているが、調べて頂いた結果無しということだった。

（注4）学士院所蔵本は「積年日法訂正」となっている。　　　　　　　　　　　　　　　△は未確認

歳胤の墓（飯能市虎秀） 
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五
、
天
文
大
成
真
遍
三
條
図
解
の
自
序 

  
歳
胤
の
『
天
文
大
成
真
遍
三
條
図
解
』（
宝
暦
八

年(
一
七
五
八)

）
は
、
四
十
六
歳
の
と
き
の
も
の

で
す
。
こ
の
中
で
歳
胤
は
天
径
な
ど
を
求
め
る
た

め
に
周
率(
円
周
率)

を
具
体
的
に
求
め
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
『
天
文
大
成
真
遍
三
條
図
解
』
の
自
序
に

は
、
師
の
幸
田
親
盈
と
兄
弟
弟
子
の
今
井
兼
庭
の

こ
と
が
出
て
来
る
の
で
次
に
掲
げ
て
み
ま
す
。 

  
  

 
 

天
文
大
成
真
遍
三
條
圖
解
序   

  

天
文
大
成
三
條
圖
解
書
ハ
其
昔
元
ノ
郭
守
敬
授 

 

時
暦
測
量
ス
ル
ニ
ヲ
ヨ
ヒ
テ
著
ス
所
ノ
書
ナ
リ 

 

ソ
レ
ヨ
リ
シ
モ
ツ
カ
タ
和
漢
ノ
暦
者
此
書
ニ
ヨ 

 

ラ
ス
ト
云
コ
ト
ナ
シ
誠
ニ
妙
術
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト 

 

モ
古
ヲ
去
ル
コ
ト
既
ニ
遠
ク
其
文
大
ヒ
ニ
錯
乱 

 

シ
テ
初
學
ノ
ヲ
ヨ
フ
ト
コ
ロ
ニ
ア
ラ
ス
元
圭
先 

 

生
コ
レ
ヲ
ナ
ケ
イ
テ
經
文
ノ
後
先
ヲ
順
ニ
シ
術 

 

文
ヲ
除
キ
脱
文
ヲ
加
ヘ
テ
ツ
イ
ニ
補
助
ス
親
盈 

 

先
生
算
ヲ
布
テ
悉
ク
數
ヲ
掲
テ
コ
レ
ヲ
解
ス
此 

 

ト
キ
ニ
到
テ
三
條
全
ク
明
カ
ニ
シ
テ
門
人
ヲ
導 

 

コ
ト
毛
末
ヲ
タ
モ
惑
ワ
ス
謹
テ
可
尊
也
予
密
ニ 

 

此
ヲ
考
ル
ニ
悋
カ
ナ
此
書
舊
法
周
三
經
一
ニ
ヨ 

 

レ
ル
ノ
術
ニ
シ
テ
弧
矢
真
術
ニ
ア
ラ
ス
正
數
ニ 

 

タ
ク
ラ
フ
レ
ハ
天
徑
五
度
強
ヲ
差
フ
也
コ
ヽ
ニ 

 

予
カ
同
門
今
井
官
子
ト
イ
ヘ
ル
者
ア
リ
ヨ
ク
算 

 

術
ニ
達
ス
故
ニ
先
生
カ
レ
ニ
命
シ
テ
弧
矢
一
術 

 

ノ
半
ナ
レ
ル
ヲ
ア
タ
フ
官
子
コ
レ
ヲ
ウ
ケ
デ
心 

 

神
ヲ
ナ
ヤ
マ
ス
コ
ト
三
年
ツ
イ
ニ
其
術
意
ヲ
得 

 

タ
リ
真
ニ
弧
矢
妙
術
ナ
リ
然
イ
ヘ
ト
モ
其
術
意 

 

高
上
ニ
シ
テ
初
カ
ク
ハ
其
理
ヲ
分
チ
カ
タ
シ
因 

 

顯
予
又
其
術
ヲ
ヤ
ワ
ラ
ケ
本
術
ヲ

除
末
術
ヲ

以
古 

 

傳
ノ
三
條
ヲ
改
メ
天
文
大
成
真
遍
三
條
圖
解
ト 

  

号
ス
于
寶
暦
八
年
歳
次
戊
寅
春
平
歳
胤
自
序 

  
意
訳
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

天
文
大
成
三
条
図
解
は
昔
、
元
の
郭
守
敬
が
授

時
暦
を
（
作
る
際
）
測
量
し
た
と
き
に
著
し
た
も

の
で
、
そ
の
後
の
和
漢
の
暦
は
こ
の
書
に
依
ら
な

い
こ
と
は
な
く
、
誠
に
妙
術
で
あ
る
が
、
既
に
古

く
そ
の
文
も
錯
乱
し
て
初
学
の
者
に
は
及
ぶ
と
こ

ろ
で
は
な
い
。
元
圭
先
生
は
こ
れ
を
嘆
き
暦
経
の

前
後
を
正
し
整
理
さ
れ
、
親
盈
先
生
は
こ
と
ご
と

く
数
を
も
っ
て
示
し
、
三
条
が
明
ら
か
と
な
り
、

門
人
を
導
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
自

分
が
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
書
は
周
三
経
一

の
術
で
、
弧
矢
真
術
で
は
な
く
正
数
に
比
べ
る
と

天
経
五
度
強
の
差
が
あ
る
。同
門
に
今
井
官
子（
兼

庭
）と
い
う
算
術
に
良
く
達
し
て
い
る
者
が
い
て
、

先
生
（
親
盈
）
は
彼
に
命
じ
て
弧
矢
一
術
の
半
を

研
究
さ
せ
、
苦
節
三
年
を
要
し
て
完
成
し
た
。
妙

術
で
は
あ
る
が
術
意
（
解
き
方
）
が
高
級
な
の
で

初
学
者
に
は
難
し
い
。
予
は
又
そ
の
術
を
和
ら
げ

て
結
果
を
以
っ
て
古
伝
の
三
條
を
改
め
天
文
大
成

真
遍
三
條
図
解
と
し
た
。
宝
暦
八
年
歳
次
戊
寅
春

平
歳
胤
自
序 

   

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
弧
矢
の
こ
と
は
、
後

述
す
る
建
部
賢
弘
の『
綴
術
算
経
』『
円
理
弧
背
術
』

（
関
流
の
最
秘
書
と
言
わ
れ
る
）
か
ら
発
展
し
て

著
さ
れ
た
今
井
兼
庭
の
『
円
理
弧
背
術
』
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。兼
庭
の「
円

理
弧
背
術
」
に
は
、「
兼
庭
、
甞
て
関
氏
の
秘
書
円

理
弧
背
術
、
す
な
わ
ち
建
部
賢
弘
が
伝
を
得
て
、

な
お
こ
の
書
を
続
記
せ
り
。
故
に
或
は
、
こ
れ
を

円
理
綴
術
と
題
せ
り
。
こ
の
書
、
秘
す
る
こ
と
最

も
甚
だ
し
。
兼
庭
、
数
理
に
精
し
」
と
あ
る
よ
う

に
弧
矢
の
こ
と
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
先
の
三
箇

条
の
こ
と
が
、
関
孝
和
の
『
授
時
発
明
（
天
文
大

成
三
条
図
解
）』
に
始
ま
っ
て
、
幸
田
親
盈
の
『
天

文
大
成
』、
そ
し
て
歳
胤
の
『
天
文
大
成
真
遍
三
條

図
解
』、
さ
ら
に
本
多
利
明
の
『
再
訂
三
條
図
解
』

と
繋
が
っ
て
行
く
中
で
、
こ
の
弧
矢
の
こ
と
は
大

き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
次
号
） 

『天文大成真遍三條図解』 
       (東北大) 


